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全校児童一人一人が主役！の学習発表会も無事終わりま

した。２学期はたくさんの行事があり、子どもも教職員も

追われるような毎日の中、工夫して準備をしてきました。

当日は２年生の元気なオープニングあいさつで学習発表会が始まりました。

簡単に様子をお伝えします。

＜クラブ発表、神楽｢塵輪｣＞

休み時間も自主的に集まって練習を重ね、からだに拍子や動きをしみ込ませました。

本番はこれまでで一番のできでした。

＜低学年発表：「名前を見てちょうだい」＞

台本作りから自分たちで行い、動きや表情も自分たちで工夫しました。長台詞も完

璧でした。友情出演？の隅田先生ありがとうございました。

＜中学年発表：「わたしたちにできること～環境戦隊エコレンジャー対エゴレンジャー～」＞

社会科で学習した内容を笑いの要素たっぷりに発表しました。特別出演のアレック

ス先生の存在感満点でした。子ども達も楽しみながら演じていました。

＜高学年発表：｢つなぐ～もの・人・想い～｣＞

テンポ良く展開していくストーリーと、ひとりひとりのキャラクターが際立つ発表

でした。子どもの目線から“波佐のよさ”をみんなで確認できました。

＜全校合奏・合唱、PTA発表＞も笑顔あふれるいい発表でした。

今年も保護者の皆様、地域の皆様にご来校いただき感謝いたします。温かい目でご覧

いただき、子どもたちは自信を持って、楽しく発表できました。共に盛り上げてくださ

ったことに感謝いたします。



２日(月) 登校指導 人権集会②
３日(火) ６年紙すき体験

ラブック号 SC 来校日
５日(木) 児童集会

１０日(火) ３学級県学力調査

学期末懇談会
１８日(水) 栄養士訪問④
２０日(金) JP 貯金 大掃除
２３日(月) 校外班会
２５日(水) 終業式 給食終了

しめ縄作り⑤⑥
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児童表彰記録

家庭教育学者ドロシー・ロー・ノルトさんの詩です。わたしは子どもに対して、自分の
経験から先回りをして考えてしまい、「こうすればいい」「そんなことをしてはだめ
だ」と、否定的になってしまうことがよくありました。子ども自身の乗り越える力
伸びる力を信じられず、逆効果の接し方をしてしまっていたのです。そういうとき
にこの詩は大切なことを思い出させてくれました。今は「子と親」を「児童と教師」
「後輩と先輩」に読み替えてみて、我が身を振り返っています。


